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私
た
ち
の
那
覇
市
は
、
今
年
で
80
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
市
で
は
こ
れ

ま
で
、
戦
後
の
激
動
期
か
ら
今
日
ま
で
産
業
・
文
化
・
医
療
な
ど
の
各
方

面
で
那
覇
市
政
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
17
名
の
皆
様
を
「
平
成
13
年
度
・

那
覇
市
政
功
労
者
」
と
し
て
決
定
し
、
去
る
５
月
20
日
の
市
制
施
行
記
念

日
に
行
わ
れ
た
那
覇
市
制
施
行
80
周
年
記
念
式
典
に
お
い
て
表
彰
い
た
し

ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
は
80
周
年
記
念
特
別
表
彰
者
と
し
て
地
域
福
祉
な

ど
に
功
績
の
あ
っ
た
48
名
の
皆
様
も
表
彰
い
た
し
ま
し
た
。
（
敬
称
略
）�

　
戦
後
、
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
か
ら
ウ
ェ
デ

ィ
ン
グ
ド
レ
ス
を
作
成
す
る
等
、
沖
縄

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
界
の
先
駆
者
と
し
て
活

躍
し
、
人
材
育
成
に
尽
力
。
（
84
歳
）�

山川  博子�

　
長
年
、
歯
科
医
師
と
し
て
一
般
、
乳

幼
児
の
歯
科
検
診
に
尽
力
。
23
年
間
に

わ
た
り
学
校
歯
科
医
と
し
て
児
童
生
徒

の
歯
科
保
健
に
貢
献
。
　
　
（
74
歳
）�

高良 政利�

　
沖
縄
サ
ミ
ッ
ト
で
「
御
尊
顔
拝
な
び

ら
各
国
首
脳
首
里
地
区
実
行
委
員
会
」

委
員
長
。
長
年
、
自
治
会
等
の
会
長
と

し
て
地
域
発
展
に
寄
与
。
　
（
74
歳
）�

島　 秀範�

　
約
50
年
に
わ
た
り
組
踊
役
者
と
し
て

活
躍
。
国
指
定
重
要
無
形
文
化
財
組
踊

保
持
者
と
し
て
若
手
の
育
成
、
組
踊
の

保
存
継
承
、
発
展
に
尽
力
。
（
74
歳
）�

武富 良規�

　
戦
後
、
沖
縄
初
の
写
真
ク
ラ
ブ
を
結

成
。
沖
縄
写
真
連
盟
会
長
等
の
要
職
に

就
き
、
本
市
の
写
真
文
化
の
振
興
、
技

術
の
向
上
に
尽
力
。
　
　
　
（
73
歳
）�

津野  力男�

　
立
法
院
議
員
４
期
、
県
議
会
議
員
４

期
28
年
間
を
務
め
た
あ
と
、
３
期
10
年

衆
議
院
議
員
と
し
て
活
躍
。
本
県
の
生

活
福
祉
の
向
上
に
尽
力
。
　
（
71
歳
）�

古堅  實吉�

　
沖
縄
芝
居
の
女
優
一
号
と
し
て
現
在

ま
で
活
躍
。
沖
縄
県
無
形
文
化
財
琉
歌

保
持
者
。
座
長
と
し
て
後
継
者
育
成
、

沖
縄
芝
居
の
発
展
に
尽
力
。
（
82
歳
）�

大宜見  静子�

�　
県
医
師
会
医
学
会
会
長
等
の
要
職
を

歴
任
す
る
傍
ら
長
年
地
域
医
療
の
向
上

に
尽
力
。
本
市
の
保
健
事
業
に
協
力
し

市
民
の
健
康
管
理
に
貢
献
。
（
80
歳
）�

古波倉  正照�

　
50
年
間
に
わ
た
り
古
典
音
楽
安
冨
祖

流
を
究
め
る
。
国
指
定
重
要
無
形
文
化

財
組
踊
保
持
者
。
後
継
者
の
育
成
、
芸

能
文
化
の
発
展
に
貢
献
。
　
（
76
歳
）�

岸本 吉雄�

　
空
手
舞
踊
研
究
所
の
会
主
と
し
て
伝

統
芸
能
の
普
及
に
尽
力
。
大
綱
挽
保
存

会
、
爬
龍
船
振
興
会
の
役
員
と
し
て
伝

統
行
事
の
発
展
に
貢
献
。
　
（
75
歳
）�

嘉手川  重夫�

　
沖
縄
空
手
・
古
武
道
連
盟
会
長
な
ど

の
要
職
を
歴
任
。
県
指
定
無
形
文
化
財

保
持
者
（
空
手
）
。
後
継
者
育
成
に
尽

力
、
国
際
交
流
に
寄
与
。
　
（
74
歳
）�

湧川 幸盛�

　
戦
後
、
琉
球
政
府
、
那
覇
市
に
務
め

昭
和
59
年
か
ら
４
期
16
年
、
那
覇
市
長

と
し
て
市
の
発
展
に
尽
力
。
地
方
自
治

の
振
興
に
多
大
の
貢
献
。
　
（
74
歳
）�

親泊  康晴�

　
長
年
、
開
業
医
と
し
て
地
域
住
民
の

健
康
管
理
に
尽
力
。
39
年
間
、
学
校
医

と
し
て
児
童
の
健
康
診
断
等
を
実
施
。

学
校
保
健
の
向
上
に
貢
献
。
（
74
歳
）�

金城  和夫�

　
戦
後
、
伝
統
工
芸
「
壺
屋
焼
」
の
復

興
に
取
り
組
み
、
50
年
余
に
わ
た
っ
て

技
法
の
保
存
、
後
継
者
育
成
に
尽
力
。

本
市
の
文
化
振
興
に
貢
献
。
（
71
歳
）�

新垣 榮用�

　
本
県
美
容
業
界
の
第
一
人
者
と
し
て

活
躍
。傍
ら
本
市
観
光
協
会
主
催
の「
ミ

ス
那
覇
」
選
出
審
査
委
員
等
を
務
め
本

市
の
観
光
振
興
に
貢
献
。
　
（
70
歳
）�
上原　 妙�

　
沖
縄
伝
統
音
楽
安
冨
祖
流
絃
声
会
相

談
役
と
し
て
活
躍
。
国
指
定
重
要
無
形

文
化
財
保
持
者
。
伝
統
芸
能
の
保
存
継

承
、
後
継
者
育
成
に
貢
献
。
（
69
歳
）�

照喜名  朝一�

　
６
期
23
年
有
余
に
わ
た
っ
て
本
市
の

市
議
会
議
員
と
し
て
活
動
。
市
政
発
展

に
貢
献
。
　
　
　
　
　
　
　
（
62
歳
）�

上原　 清�

�

○
社
会
福
祉
功
労
部
門
（
26
名
）

▽
譜
久
山
朝
敏
（
73
歳
）
▽
仲
田

節
（
72
歳
）
▽
福
原
千
代
子
（
69

歳
）
▽
高
良
ヒ
ロ
子
（
64
歳
）
▽

神
谷
美
智
子
（
68
歳
）
▽
宮
城
友

子
（
76
歳
）▽
金
城
文
子（
69
歳
）��

▽
島
袋
富
士
子
（
69
歳
）
▽
久
手

堅
安
子（
69
歳
）▽
宮
里
清
栄
（
69

歳
）
▽
上
地
清
子
（
67
歳
）
▽
安

里
嗣
昌（
65
歳
）
▽
照
屋
照
子（
66

歳
）▽
高
江
州
盛
喜（
74
歳
）
▽
潮

平
敏
子
（
53
歳
）
▽
上
原
ヨ
シ
子

（
70
歳
）
▽
田
名
芳
子
（
74
歳
）

▽
田
場
盛
喜
（
71
歳
）
▽
翁
長
那

智
子
（
70
歳
）
▽
川
上
嘉
代
（
69

歳
）
▽
長
嶺
澄
子
（
67
歳
）
▽
仲

村
正
子（
66
歳
）▽
玉
城
幼
子
（
66

歳
）▽
又
吉
笑
子
（
65
歳
）�

▽
与
座
幸
子
（
63
歳
）
▽
冨
名
腰

ツ
ル
（
62
歳
）�

○
産
業
経
済
功
労
部
門
（
２
名
）

▽
桃
原
正
男
（
60
歳
）
▽
山
里
昌

幸
（
61
歳
）�

○
教
育
・
ス
ポ
ー
ツ
功
労
部
門（
５

名
）�

▽
崎
山
嗣
栄
（
62
歳
）
▽
伊
波
清

孝
（
64
歳
）
▽
山
内
志
津
男
（
64

歳
）
▽
田
畑
國
男
（
75
歳
）
▽
大

嶺
米
子
（
75
歳
）�

○
伝
統
・
文
化
功
労
部
門
（
１
名
）�

▽
茅
原
善
元
（
南
龍
）
（
62
歳
）

○
環
境
保
健
功
労
部
門
（
７
名
）

▽
平
良
正
弘
（
71
歳
）
▽
石
橋
俊

夫（
70
歳
）
▽
當
山
堅
次（
88
歳
）

▽
嘉
手
納
憑
一
（
70
歳
）
▽
田
仲

康
栄
（
83
歳
）
▽
林
房
子
（
68
歳
）

▽
吉
田
久
子
（
60
歳
）�

○
一
般
公
益
功
労
部
門
（
７
名
）

▽
島
袋
勝
也
（
57
歳
）
▽
新
垣
清

（
69
歳
）
▽
宮
城
生
慎
（
71
歳
）

▽
比
嘉
清
昇
（
76
歳
）
▽
立
尾
國

雄
（
68
歳
）
▽
宮
城
亀
次
郎
（
70

歳
）
▽
上
間
清
（
66
歳
）�

�

　ちゃーがんじゅう課から65歳以上の市民のみなさまの介護保険

料及び介護保険サービスを利用した場合の高額介護サービス費に

ついてのお知らせです。�

ちゃーがんじゅう課からのお知らせ�

　平成12年10月から65歳以上の方（第１号被保険者）の介護保険料半額納付が�
始まっており、平成13年10月からは本来の介護保険料額納付が始まります。�

（特別対策に伴う保険料納付のイメージ図）�
4月� 4月� 4月�10月�10月�

平成12年度　　　　　　　　　平成13年度　　　　　　　　平成14年度�

保険料の納付はなし　本来の保険料の半額を納付　　　　　本来の保険料額を納付�

平成13年10月から介護保険料の本来額納付が始まります。�

★介護保険料を年金から天引できない方については６月上旬に納付通知書をお送りします。�
　→同封の納付書でお近くの金融機関で納付してください。便利な口座振替も利用できます。�
★介護保険料が年金から天引となる方については８月上旬に特別徴収開始通知書をお送りします。�
　→手続は特に必要ありません。（※平成13年４月、６月、８月については平成13年2月の天引額と同額の�
　　 保険料額が天引きされます。）�

下記の事由のいずれかに該当するときは保険料を減免できる場合があります。�
くわしくは「ちゃーがんじゅう課」までご相談ください。�

「介護長寿課」は平成13年4月1日から「ちゃーがんじゅう課」に課名が変わりました。�

区分　　　　　　　　　　　利用者負担の上限（月額）�
一般（標準）世帯　　              　�

被保険者の属する世帯の全員が市町村民税を課税されていない。�

○� ○�

37,200円�

24,600円�

15,000円�

【お問い合わせ先】�
ちゃーがんじゅう課　保険給付係　1８６２－９０１０　本庁２階１番窓口�

祝�祝�
市政功労者（17名）を表彰�
平成13年度�

去る５月20日、市民のみなさまをお招きし、「市制施行80周年記念式典」を挙
行。那覇市の80歳の誕生日を祝いました。（那覇市民会館大ホール）�

○災害等で家屋等に損害を受けたとき　○生計維持者の長期入院等　○生計維持者の失業、事業の
休廃止等　○保険料が第２階層の方で世帯の収入額が生活保護の最低生活費に満たない方　ほか。�

　高額介護サービス費支給の対象者で、一定の要件を満たす場合に、あらかじめ払
い戻される高額介護サービス費を貸し付ける制度があります。くわしくは「ちゃー
がんじゅう課」までご相談ください。�

　介護保険の被保険者で要介護認定を受けて、介護保険のサービスを利用
した場合には１割の自己負担額（利用料）を支払うことになりますが、こ
の利用料が一定額を超えた場合には、超えた分が高額介護サービス費とし
て払い戻されることになっています。対象者にはハガキで「高額介護サー
ビス費のお知らせ」をお 送りしています。�
この通知書を受け取った方で市へまだ申請を行ってない方は早めに申請を
お願いします。�

平成13年度分の介護保険料の納付について�

高額介護サービス費について�

高額介護サービス費貸付制度�

　1  生活保護の受給者、2　被保険者の属する世帯の全員が市町村民税�
　を課税されてない世帯の老齢福祉年金受給者�


